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東の星空

東の空には、かに座・しし座・うみ

へび座など、春一番の星座たちがお’ど

り出てきました

その中でも、特にしし座が目立ち、

青白色のl等星が獅子(ライオン)の

心臓にあたるレグルスで、これから上

の[?」を裏がえしたように見える部分

が胸と頭になりますこ

かに座の中に点線で丸く書かれてい

る町はプレセペという散開星団で、
70個もの星の集りです。
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西の星空

月はじめは21蒔こう

10日前後は創時柳分ころ

柳日前後は19時的分ころ・’

へ月まつは 妙蒔ころ で

秋の夜空をにぎわして
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いる様子がとてもよく分かります。

次に、日が暮れて間もない西のうお

座には2.1等くらいの木星がいますが

星座の中の動きが小さいです。また、

時刻の関係で図には書けませんが、日没

直後のみずがめ座からうお座にかけて

には-3.9等の大変明るい金星がいて

星座の中の動きが速く、月末には木星

に近づきます。なお、これも、月初めの

日没直後には、やぎ座に0.8等の土星

がいますが、日を追うごとに太陽に近づ

き、観察できなくなってしまいます。


